
 耳鼻咽喉科 

                                 

耳鼻咽喉科では平成 26年 9月より常勤耳鼻咽喉科専門医１名が診療を行っています。外

来診察は月曜日から金曜日までで、耳鼻咽喉科に関する全般的な診療を行っています。 

頭頸部外科疾患に関しては、診断を重視し、CT,MRI,頸部エコーに加え、甲状腺 FNA検

査等を行っております。全身麻酔下の手術加療については、現在対応しておりません。 

近年高齢化社会により増加している嚥下困難に対しては、院内嚥下チームと連携し、嚥

下ファイバー検査を行っております。 

 常勤医師は日本耳鼻咽喉科学会専門医と日本アレルギー学会専門医にも認定されており、

鼻粘膜レーザー焼灼術、舌下免疫療法（スギ、ダニ）等、アレルギー疾患に対し積極的な

加療を行っております。 

 突発性難聴や末梢性顔面神経麻痺急性期については下表(2)のごとく状態に応じ、外来通

院点滴加療や入院点滴加療をおこなっています。 

 外来診察では、純音聴力検査、語音明瞭度検査、脳波聴力検査、ティンパノグラム、耳

小骨筋反射、赤外線 CCDカメラによる眼振検査、重心動揺検査、基準嗅覚検査、電気味覚

検査、簡易型アプノモニター等の生理学的検査に対応しております。 

 

 

◆平成２8年診療実績 （１月から１２月）                                  

(1) 

術式・検査 件数 

鼻腔粘膜レーザー焼灼術 26例 

鼻腔粘膜焼灼術（鼻出血） 12例 

鼻骨骨折整復術 10例 

 

 

(2) 

病名 外来 入院 

突発性難聴 52例 ６例 

末梢性顔面神経麻痺 ６例 ３例 

 


